
（点検対象期間：令和 4 年 4 月 1 日 から令和 5 年 3 月 31 日）

施 設 名

指 定 管 理 者

指 定 期 間

所 管 す る 所 属

　顧客満足度調査を行っており、令和４年度は調査票をホール（受付窓口）、葬儀社から葬家へ渡して利用者の意見・要望等を募
集した。令和５年度はこれまでの調査方法を見直し利用者へのサービス向上に役立てることに期待したい。
　自主事業として飲料水・動物火葬時の骨壺の販売等を承認している。
　令和４年度は光熱費の高騰により運営上厳しい年度となったが省エネ対策に努めていた。
　火葬から葬儀に至る一連した業務は葬祭業者が請け負い、その業者がほとんど準備していることから、火葬料金以外の収入は
多くは望めない状況にある。
　今後も南さんりく斎苑を重要施設と捉え、施設の運営と担当者のスキルの向上に期待したい。

審査委員会の意見

　特になし

　利用者に対するサービスを拡大するための自主事業（備品の販売や顧客満足度調査の実施）を展開している。

効率性に対する所見

（経費の削減について総合的に記述し、収支状況を添付。）

　業務の再委託において適切な水準、内容かつ最小の経費で実施できるよう工夫した取組みを実施している。また、
民間事業者のノウハウが生かされ、経費節減に向けた取組みがされている。

課題や今後の方向性についての意見等

（当該施設での指定管理者制度の課題や改善すべき方向性等について記述。）

（利用者ニーズの把握・反映、自主事業の実施状況について総合的に記述。）

指定管理者に対する点検総括表

南さんりく斎苑

株式会社　清建

令和３年４月１日～令和８年３月３１日

環境対策課　環境政策係

所管する所属の所見

公平性、安定性、安全性に対する所見

（管理運営、公平確保、職員の配置、施設維持管理、修繕、備品管理、安全管理、個人情報の管理、情報提
供、会計管理状況について総合的に記述。）

　公の施設として全般的に適正な水準で管理運営がなされており、町民からの申込み等に対しても適正に対応し、公
の施設としての公平性は確保されている。
　施設の各種法定点検や修繕も適切に行われ、また個人情報の管理も良好であり安全性が確保されている。
　緊急時の対応マニュアルも整備されており、迅速に対応できる体制が図られている。

効果性、貢献性に対する所見



施 設 名 南さんりく斎苑 評価対象年度 令和 4

指定管理者 株式会社　清建 課

指 定 期 間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日 係

施設の目的

業務の内容

総合評価

評価事項

改善事項

　会葬者、施設利用者等から意見・要望等を参考として、施設の持つ役割を認識し、常に施設利用
者・住民へのサービス向上と利便性の向上を意識し業務を行っている。 Ｂ適正

３．職員の配置、研修等 評　価

　職員の資質向上のため、接遇・安全管理等の研修を実施している。火葬業務が集中してもサービス
遅延が生じないよう、補助対応要員を本社に配置しており同様の教育を実施している。
　葬儀会社との連携については、令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、意見交換会
は中止されている。

Ｂ適正

１．施設の管理運営・事業 評　価

　提出された事業計画書に基づき適正な管理運営をしている。 Ｂ適正

２．利用者の公平確保 評　価

Ｂ適正 ： 13　利用者に対するサービスを拡大するための自主事業を展開するなど、積極的な取り組みが
見られる。

Ｃ改善 ： 0　顧客満足度調査票をホール（受付窓口）へ設置しているが回収がなかった。令和５年度は
調査・回収方法を改善し、その結果を期待したい。

1）斎苑の利用許可及び利用に係る料金等に関すること。
2）斎苑の運営に関すること。
3）斎苑の施設、設備及び物品等の維持管理に関すること。

総合的な評価 評価項目数

Ａ優良 ： 0・仕様書に基づき全般を通じて適正な管理運営がなされている。
・火葬を受け入れる予約状況についても、公の施設としてその公平性が確保されている。
・施設整備の各種法定点検や修繕も適切に行われ、また個人情報の管理も良好である。

公衆衛生及び住民福祉の向上を図ることを目的とする。

指定管理者制度導入施設における業務点検評価表

年度業務

所管する所属
環境対策

環境政策



13．会計管理 評　価

　契約書や領収書、支出伝票等の証拠書類も整備され、適正に管理されている。 Ｂ適正

　光熱費の高騰により運営上厳しい年度となったが省エネ対策に努めていた。
　施設の運営において、常に工夫し電気代を節約する努力をしている。
　建物清掃、受水槽清掃、除雪作業などは再委託せず自社対応をしている。
　経費節減のため業務の再委託や火葬がない日の受付は本社で対応するなど、経費節減に向けた努力
を行っている。

Ｂ適正

12．利用者への情報提供 評　価

　斎苑では毎日午後５時まで火葬予約状況を環境対策課、町民税務課へＦＡＸにて情報提供してい
る。 Ｂ適正

10．自主事業の実施 評　価

　利用者の利便性向上を図るため、動物火葬時の骨壷の販売、自動販売機による飲料水の販売を実施
している。 Ｂ適正

11．経費の節減 評　価

　会社において個人情報保護方針を定めており、申請書などの個人情報に関わる書類は、施錠可能な
書庫に保管するなど適正に管理されている。 Ｂ適正

９．利用者ニーズの把握・反映 評　価

　葬祭業者・町の担当課との意見交換会（年１回(６月）に開催）を実施している。
　待合室及び事務室前に顧客満足度調査用紙を設置し利用者の意見・要望等を募集しているが、調査
表に対する回答がなかった。
　令和５年度はこれまでの調査方法を見直し利用者へのサービス向上に役立てることに期待したい。

Ｂ適正

７．安全（危機）管理 評　価

　施設に管理責任者・防火管理者を設置の上、事故・災害時対応マニュアルも整備され、また避難訓
練や職員への安全教育も実施している。
　消防法で定められた全ての点検等も記録がなされ、実施が確認できる。

Ｂ適正

８．個人情報の管理 評　価

　斎苑利用に制限がかからないよう、適正に修繕を実施している。 Ｂ適正

６．備品管理 評　価

　備品台帳等を確認したところ、仕様書に基づき適正に管理している。 Ｂ適正

４．施設の維持管理業務及び保守点検 評　価

　法定点検等は適正に実施されている。通常の維持管理についても仕様書のとおり適正に実施されて
いる。 Ｂ適正

５．施設の修繕 評　価



期日 期日

実施状況 ※　別紙資料添付による対応可

収支状況 ※　別紙資料添付による対応可

（収入） 単位：円

予算額 決算額 比較増減

160,000 148,319 ▲ 11,681

160,000 148,319 ▲ 11,681

（支出） 単位：円

予算額 決算額 比較増減

160,000 54,999 ▲ 105,001

160,000 54,999 ▲ 105,001計

項目 内訳

自主事業 骨壺仕入れ等

計

利用者の要望とその対応状況

要望内容 対応状況

自主事業の実施状況

項目 内訳

自主事業 自動販売機、骨壺販売

自動販売機を設置し、飲料水等を販売

動物火葬時の骨壷等の販売


